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毎年、全国の各都市で開催している（公社）
日本鍼灸師会の全国大会。第 8 回は埼玉県が、
第 9 回は岡山県が、そして今年行われる第 10
回は岐阜県が担当しています。そして平成 27
年度開催予定の第 11 回大会、全国の鍼灸のす
べてが一堂に集まるこの全国大会を、我が神奈
川県が担当することに決定いたしました。

当初、神奈川県が担当するのは、平成 28 年
度開催予定の第 12 回大会でしたが、前倒しの
かたちで、1 年早く開催することとなりました。

これから準備を進めていくという段階での予
定変更ということで、例年開催の日程（10 月
11 日～ 12 日）では会場の確保ができず、やむ
なく開催日程の変更という選択となってしまい
ました。

恒例となっている年間行事の中での日程変更
には抵抗もある中、日本鍼灸師会をはじめ、本

会の理事役員のご理解ご協力の下で日程変更で
の開催にご承認いただきました。

また、本会は平成 26 年度には役員改選があ
り、伊藤昌芳会長が今期限りで任期満了の退任
となる予定ですので、新たな会長の下で新しい
役員構成での開催準備を進めることになりま
す。準備不足を理由に大会運営が失敗とならな
いように計画を進めていきますが、会員の皆様
にはさまざまなご負担をおかけすることになっ
てしまうかと思います。本大会が有意義であり、
且つ神奈川から発信するメッセージを全国の鍼
灸師に届け、それを基に更なる発展を目指して
いくことを望んでいます。

本会会員の皆様には公私共にお忙しいことと
思いますが、神奈川大会が大成功で終われるよ
うに、ご理解ご協力、お願い申し上げます。
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第 11 回全国大会は、横浜で開催決定 !!
副会長　日野 博

日　程：平成27年10月31日（土）～ 11月1日（日）
会　場：パシフィコ横浜・アネックスホール
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25,000 人規模のフルマラソン大会「横浜マ
ラソン」が、来年 3 月 15 日 ( 日 ) に開催される
ことがほぼ決定しました。かの有名な東京マラ
ソンが 35,500 人規模での開催なので、横浜マ
ラソンの規模も相当なものであることは疑う余
地もないですね。当会ではこの横浜マラソンで
ボランティア施術を行えるように、ただ今手続
きを行っているところだそうです。

現在、東京都鍼灸師会を中心に、新宿シティ
ハーフマラソン、東京マラソンでボランティア
施術を行っています。そのボランティア活動に
参加させていただいている私の経験を、当会の
事業でも活かしていただけたらと思い、投稿さ
せていただきました。この投稿をお読みになら
れて、一人でも多くの会員の先生方に「横浜マ
ラソンのボランティア施術に参加したい」と
思っていただけたら幸いです。それでは、以下
にボランティアの状況を説明させてもらいま
す。

 
まず活動の目的は「治療」そのものよりも「鍼

を身近に感じてもらう」、「痛くないことを理解
してもらう」ことです。使用する鍼もパイオネッ
クスのオレンジ（鍼長 0.3mm）のみです。た
だ目的がわかっていても、いざ痛みを訴える患
者を目の前にしたらいつもどおりの「治療モー
ド」になってしまう先生続出です ( 笑 )。

 次に与えられた役割ですが、両大会とも「走っ
た後のランナーのケア」でした。恐らく横浜の
際もそうなると思います。完走したランナーに

「おめでとうございます」、「今日の走りはどう
でしたか？」など声を掛けながら治療にあたり
ます。

次に治療型体についてです。2 人 1 組になり、
一方が問診、緊張部位の選定や鍼の貼付など「治
療」を行い、もう一方が酒精綿や鍼を渡すといっ
た「助手」をします。手術での執刀医とオペ看
みたいな関係ですね。間近で色々な先生方の治

来年の横浜マラソンでのボランティア活動に向けて
会員　川崎市多摩区　江波戸 雄一

新宿シティハーフマラソン　ツ・ボランティアの様子

アンケートの様子

東京マラソン・ランツボはりケアステーションの様子



神鍼会会報　vol.102

3

療が見られるので、大変勉強になります。ちな
みに大勢のランナーがいらっしゃるので（新宿
400 名前後、東京 739 名）、ブースは約 4 時間
半あけ、ベッドは新宿 8 床、東京 20 床でしたが、
一人のランナーにかけられる時間はベッドサイ
ドに来てもらってから退出まで 10 ～ 15 分程度
です。治療時間もあまりありませんので、張っ
ている筋肉にペタペタとパイオネックスを貼る
形がほとんどになります。しかしそれだけでも
ランナーの満足度はかなり高く、しかも「鍼っ
て痛くないんだ」などと好印象を持ってもらえ
ます。一連の作業も、馴れてくると 5 ～ 8 分程
度で行えるようになっていました。

 ランナーに「何に効くの？」などと質問を受
けたら、呉竹学園の古屋先生や金子先生の論文
の話をしてあげます。

また学生さんに受付を担当してもらいました
が、あまりの忙しさに人数が足りず、手の空い
ている（ベッドサイドにいない）先生に受付や
誘導をしてもらい、なんとか凌ぐことができま
した。横浜マラソンの際も東京マラソン同様忙
しくなることが予想されますので、ベテランの
先生方にも「アンケートのご協力をお願いしま
す」や「問診票の記入をお願いします」など、
普段やらないような作業もしていただくことに
なると思います。

スポーツ現場でのボランティア活動が、当会
でもこういった形で実現できるよう動き始めた
ことを大変嬉しく思っています。大勢の人数で、

同じ目的のもと治療していくことは、なかなか
思い通りの治療ができるわけではありません。
多くの制約もあり、独自の施術をお持ちの先生
方にとっては、やりにくい環境かもしれません。
しかし、このボランティアは、鍼灸を受けたこ
とのない一般の方々に、鍼灸のよさを知っても
らえるよい場となります。必ずや「参加してよ
かった」と思えるはずです。一人でも多くの先
生方に参加していただき、一人でも多くの方々
に鍼灸のよさを知ってもらいましょう！ご協力
をお願いいたします。ぜひ来年の 3 月 15 日 ( 日 )
は、一緒にお祭り騒ぎしましょう！！

当日の詳しい状況は、拙ブログ「えばと鍼灸
マッサージ院 徒然日記」にアップしています。

「東京マラソン はりケア」で検索の上ご覧くだ
さい。

触診・治療を行う石田伸先生（右）と助手のわたし（左）

神奈川県鍼灸師会から参加の先生方と

ボランティア参加者全員での記念撮影
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石川ゼミとコラボした本会のナイトセミナー
が、平成 26 年 2 月 20 日を持って終了した。

石川家明先生には、平成 19 年 10 月 25 日か
ら実に 7 年もの長い間お世話になった。膝だけ
で 15 回。そのあと腰、肩、舌診と続いた。石
川先生の鍼灸に対する造詣の深さは、本当に感
激した。鍼灸の深淵なことがわかりかけてきた
昨今ではあるが、残念なことにナイトセミナー
のあり方を再検討するということでコラボ事業
は終了した。

私個人的には、たくさんの収穫を得た。何し
ろ臨床一筋で古典も読んだこともなく、深く勉
強しなおしたいという希望を持っていたが、な
かなか機会もなかった。しかしそれは、石川家
明先生によってかなえられたように思う。心か
ら感謝している。

崩壊の時代である。家庭崩壊、学級崩壊、医
療崩壊など、毎日の新聞の見出しに崩壊の文字
が目につく。SONY も消えゆく運命にあるのだ
そうだ。崩壊の後に希望があればよいのだが、
瓦礫だけが残りかねない。このような時代に
我々は生き残ることを模索しなければと思う。
鍼灸業界に入って以来かれこれ 40 年。この業

界は常に生き残りをかけて頑張ってきた。しか
し時代の波は厳しい。開業は 36 年前にしたが、
当時は親孝行の名残が残っていて、具合の悪い
親や家族をその子供たちが鍼灸院に連れてきた
ものだ。今は福祉の名のもとに介護事業が世に
出てきて、現代の合法的な姥捨てといってもよ
いデイケアサービスに、今までの我々のお客を
取られているのである。鍼灸をはじめ医学を勉
強し、腕を磨いていれば食って行けた良き時代
はかわった。時代を先取りした「保険で訪問鍼
灸マッサージ」が横行しているが自費診療で生
きてきた私には今一つピンとこない。鍼灸がで
きるのは医師もしくは我々鍼灸師だけである。
鍼灸師は鍼灸の資格を生かして他の分野に進出
も可能である。

深淵な理論と術を生かして鍼灸一筋で生きて
いこうとする鍼灸師は尊重されなければならな
いが、鍼灸の資格を生かして介護やスポーツの
分野に進出してそこで鍼灸師の社会的ニーズを
掘り起こすのも応援しなくてはなるまい。

鍼灸師会は組織である。しかも公益社団であ
る。公益社団という組織力を十分に生かしてい
けば必ずや新しい何かが生まれるはずである。

巻頭言（随想）
会長　伊藤 昌芳

鍼灸院の今昔ものがたり③
～流行る鍼灸院へのヒントを若き鍼灸師に～

－ 100 号から掲載してまいりました鍼灸院の
今昔ものがたり。TOMOTOMO（友と共に学ぶ
東洋医療研修の会）代表の石川家明先生からの
メッセージも最後となります。このものがたり
を読まれて、何かヒントが見つかればいいです
ね。最後の今回は、鍼灸の適応とこれからの未
来のついて語っていただきました。

鍼灸適応の患者は減ったか

さて、鍼灸院の患者事情は昔と今ではかなり
の変化かあります。例えば喘息の患者さんが

すっかり鍼灸院からいなくなりました。当時、
喘息は上手くコントロールできずに、子供達用
の転地教室も幾つか地方に点在していたもので
す。それが、なぜ来なくなったかの答えは簡単
です。西洋医学でコントロールできるように
なったからでしょう。

私たちが得意な膝関節痛も減少しました。腰
痛と膝痛が来院患者一、二位だったものでし
た。もちろん、今でもかなりの人数ですが、当
時は患者さんが「膝が悪くて整形外科へ通って
ます。」と言っても、直ぐにこっちに来るに決
まっていると腕組みしながら待っていたもので
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す。西洋医学ではなかなか治せず、患者自身も
通っているうちにそう認識するようになるから
です。でも、なぜ減ったのでしょうか？特別に
治療技術が進歩したとは思えません。私は患者
に対する対応が変わってきたからだと考えてい
ます。以前は製薬会社が作った運動療法パンフ
レットを与えるのみでしたが、今では「患者様」
として病院内で丁寧に指導するところが増え、
適時を選んでヒアルロン酸の注射をできるよう
になったからだと思います。かなり「本治療法」
に近づいた治療を行う結果、多くの患者さんが
満足できるようになったので、鍼灸院に膝の患
者さんが戻って来ない時代になりました。でも、
世の中腕の良い整形外科医ばかりではないの
で、かなり我々は助かっています。（笑）

帯状疱疹後神経痛は私たちの独壇場でしたが、
今は患者が激変です。そもそも帯状疱疹のひど
い患者さんがいなくなりました。抗ウイルス薬
の保険適用からです。初期のうちに使うことが
でき、初期疼痛や帯状疱疹後神経痛を抑えるこ
とができようになりました。私たちの仕事は早
期に患者さんを発見してあげられることです。

さて、有病率 30% のもはや国民病と言われ
る花粉症はどうでしょうか？ 30 数年前の花粉
症は鼻水だけで目の痒みの患者さんはほとんど
いませんでした。寒証と判断できるので小青竜
湯だけで治癒可能でした。ところが、昨今の花
粉症は目の痒みの方がつらいと熱証に変化して
いきました。寒熱挟雑ですので、鼻水、眼の痒
み共に治癒軽減が難しくなってきています。鍼
灸院を賑わしてくれる花粉症ですが、去年あた
りから出てきている新薬は非常に有効で、とも
ともクリニックでは「ナゾネックス」を置いて
いますが、患者にすこぶる好評です。数年前か
ら発売されていますが去年から頻繁に使われ始
めました。噴霧用ステロイドなのですが、鼻粘
膜しか作用せずに、肝臓ですみやかに代謝され
るので、今までのステロイド薬の全身投与と同
じ副作用は起きにくい夢のような薬です。また、
同時に処方されやすい抗ヒスタミン剤ですが、
こちらの副作用の眠気が良く知られています。
ところが、患者自身がきづかない重大な副作用
がインペアードパフォーマンスです。中枢抑制
が知らない間にかかってしまい、判断力、集中

力、仕事能率が著しくダウンしてしまう現象で
す。抗ヒスタミン剤 1 回量を服薬するとシング
ルウイスキー 3 杯 (90㎖ ) 分とほぼ同等のイン
ペアードパフォーマンスが起きると言われてい
ます。それを起きにくくしたのが第 2 世代抗ヒ
スタミン剤です。ワープロなどの入力ミスが起
きないと実験データに証明されています。鍼灸
院に来院される花粉症の患者さんは、もっと難
治な症例が集まってくることが予想されます。

最後に、一番の話題である「神経因性疼痛」
の話をしておかなくてはいけません。西洋医学
で治らない痛みの患者さんたちと表現しておき
ましょう。ところが近年「神経因性疼痛」の患
者さんたちを、西洋医学が治せるようになりつ
つあるようです。リリカという薬が鳴り物入り
で出現したからです。「これは鍼灸の患者が減
るかも知れない」と思ったほどですが、実際は
非常に副作用の多い薬で、使い勝手が悪いよう
です。しかし、難治性疼痛患者を見ていると、
それでも効果をあげていることを認めなくては
いけません。リリカに続いて、糖尿病性末梢神
経障害や線維筋痛症に適応取得したサインバル
タ、また副作用のほとんどないノイロトロピン
というのも出てきました。陳旧性の三叉神経痛、
線維筋痛症様の全身の痛み等に使っています
が、感触は良いようです。

上記のこれらは本来鍼灸院に来ていた患者さ
んたちですが、時代の変化により西洋医学と共
用するようになった例です。

鍼灸院 10 年の計

昨今の鍼灸院の苦しい台所事情は日本経済そ
のものの影響の他に､ 西洋医学の進化があるこ
とを忘れてはなりません。「敵を知り己を知る」
鉄則はここでも大切です。流行るためのカンフ
ル剤はありません。「国家百年の計」よりも、「鍼
灸院 10 年の計」を計り、その計画を即実行す
る必要があります。振り返れば 10 年間は短い
ものです。若手の皆さんは、これからの 10 年
を如何に学び、何を学ぶのかが問われるのだと
思います。そのためには今日から始まらなけれ
ばなりません。1 人でできなければ皆とやるこ
とです。　　　　　　　　　　　　　 （おわり）
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3 月 9 日（日）、横浜市富岡並木地区センター
にて、はりきゅう市民健康講座「あなたのひざ
に おもてなし ～ひざの痛みの ツボ療法～」が
開催された。

当日までの数日間は不安定な天候が多く、ま
た、会場が最寄り駅から少々距離がある関係で
当日の来場者数が少し心配だったのだが、蓋を
開けてみれば当日の飛び入り参加が出るほどの
盛況ぶりだった。

私が神奈川県鍼灸師会の服部先生から今回の
お誘いを受けたのは前年の秋口だったろうか、
諸々の事情から一度はお断りしたものの、やは
り縁というのはあったのだろう、年明けの講習
会で直接先生とお会いしたことから、今回の講
座運営に参加させていただくことになった。

私としては、こういったイベントの運営に関
わることは初めての経験だったこともあり、不
安と緊張もあったが、服部先生はじめ、講座の
メインを飾る石田智子先生 ( 以下、石田先生 )
や千葉先生、久保田先生、柳原先生、森下先生、
また、当日の会場整理や来場者の誘導をしてく
れた方々のご協力のおかげで何とかやり通すこ
とができた。

当日は天候もよく、さわやかな晴天に恵まれ
た格好のイベント日和。開場時間を待っていた
来場者が徐々に集まり、予定の座席もほぼ埋
まったころ、イベントが始まった。

おおまかな流れは、石田先生による東洋的治

療の必要性に関するスピーチ、ひざ痛の実態、
簡単にできるストレッチ法の紹介から窪田先生
による刺鍼の実演、膝周りの取穴体験など。

進行中は随時来場者からの質問にも答え、取
穴時にはスタッフが補助をしながら取穴位置を
実際に触って覚えてもらうという双方向型、体
験型のイベントだ。

当初やや緊張気味だった来場者もメインの石
田先生の講座が進むに連れてリラックスしたの
か、控えめだった挙手による質問も、後半には
ひっきりなしに行われるようになっていた。こ
れは石田先生のフレンドリーなキャラクターに
よるものだろう。

また、今回の来場者はそのほとんどが鍼灸治
療未経験で、かつ膝などに何かしらの症状を持
つ方々だった。それもあって窪田先生による鍼
施術の披露はとても興味深かったようで、皆、
食い入るように施術に注目し、中には熱心にメ
モをとっている方も見受けられた。

その後の膝周りの取穴体験でも個々の来場者
から細かな質問や症状の訴えなどがあり、今ま
で気にはなっていたが、鍼灸の実態がわからず
不安という層が少なからずいるということが証
明された。

我々が鍼灸を普及していくためには、こう
いった層にどうやって「わかりやすく」、「説得
力を持って」アピールしていくかが鍵なのでは
ないかと強く思ったイベントだった。

はりきゅう市民健康講座 in 金沢区
会員　横浜市金沢区　新井 洋崇

講演する石田智子先生と参加者でいっぱいになった会場風景

はりきゅう市民講座に協力していただいた会員の先生方
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この度、神奈川県鍼灸師会の伊藤会長より「市
民講座」の講師依頼をお電話にて直接お声をお
掛けいただきました。浅学非才の身を承知しな
がら講師役を引き受けさせて頂きました。平成
20 年の生涯学習講座「腰痛」の講師として招か
れて以来の担当講座で、しかも今回は委員とし
て準備段階から参加するということもあり、初
めてづくしの良い経験となりました。

最初に『お・も・て・な・し』というテーマ
をお聞きした時に、「それならば患者さん一人
ひとりをきちんともてなしてからお帰り頂きた
い」と即座に思いたち、内容や構成をそのテー
マに合わせて考えさせていただきました。例え
ば、そのための工夫として、来場された方達全
員の膝への取穴を試みたり、できるだけ近い距
離感で質問を受け付けたりするような配慮を考
えさせて頂きました。また、来場者のなかには
鍼灸未経験者もいる中で、鍼灸がいかに安全
で衛生的に行われているかということを含めア
ピールできるようにと、鍼灸実技披露の時間も
設けました。情宣がタウンニュースや朝日新聞
に掲載されたこともあいまって、多くの市民に
いらしていただけたことが何よりも喜ばしいこ
とでした。

個人としても、委員会の打ち合わせ・準備の
時間から、講演、片付けまでをチームとして一
緒にでき、協同で一つのことを作り上げる楽し
みも経験することができました。また、委員会

では『整形外科や他科へ送ったほうが良いケー
ス』などのミニレクチャーも加えてほしいとの
お話しも頂き、単なる市民講座の内容のみなら
ず、昨今プライマリケア学会や医療教育界の目
玉である鑑別推論についても少しでしたが皆で
一緒に学べる機会を得ることができました。系
統的に勉強するには時間が足りませんでした
が、それでも県鍼灸師会の活動に参加するから
こそ得ることのできる嬉しい「おまけ時間」だ
と思っています。

今回、一般市民に少しでも鍼灸治療の有効性
をアピールできて、また、このような学びのあ
る有意義な活動の機会を頂けまして、誠にあり
がとうございました。 お声をお掛け下さった伊
藤会長、あらゆる事務的な作業を引き受けて下
さった服部先生、吉田先生、他諸先生方にこの
場をお借りして心より御礼申し上げます。

『あなたのひざに おもてなし』を終えて
会員　横浜市神奈川区　石田 智子

実際に取穴を行い、膝のツボを教える小宮猛史先生

ストレッチの正しい方法を実演

鍼の実演をしながら質問に答える秦宗広先生
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一般の方々へ呼びかけ、受講希望を募ること
を前提に、『赤十字救急法基礎講習会』を平成
26 年 3 月 9 日（日）に、かながわ労働プラザ
で開催した。受講者は 33 名で、本会会員から
の参加は 1 名であった。

講習会の内容は、一次救命処置（心肺蘇生や
AED を用いた除細動）を行ない、救急隊への引
き継ぎまでの救命の連鎖を学んだ。実技検定と
学科検定の後、日赤から受講証と認定書（検定
合格者）が即日交付された。

資機材の都合上、受講の定員枠を設けたが申
し込み開始 2 週間で定員枠を超えてしまい、急
遽、受講枠を増やして対応するほどであった。

3 年前の震災以来、県民の心肺蘇生や AED の
使用を中心とした救急講習への関心はますます
高くなっており、神奈川県鍼灸師会としても県
民の救命率向上に役立てるように、今後も継続
的に救急救命法の講習会を企画していきたい。

赤十字救急法基礎講習会報告
企画部長　下田代 純一

今年の初めから全 5 回にわたり介護予防運動
指導員の講習会に参加してきた。

介護予防という聞き慣れない言葉。現在五人
に一人が寝たきりといわれるものの、残りの四
人は元気に暮らしている。この四人が高齢者に
ありがちな体力低下（≒筋力低下）によって引
き起こされる要介護状態になってしまうのを防
ごうというのがキモだ。日頃筋力低下だけは鍼
灸治療ではいかんともし難いと思っていた矢先
の案内が届いた。丁度よいタイミング。早速申
し込んだ。

講義内容は大変充実していた。東京都健康長
寿医療センターの統計に裏付けされた研究結果
を基に、要介護状態に陥る原因を様々な角度か
ら見た解説が紹介され、適切なトレーニング方
法による体力向上がなされれば、その大半が防
げるという話に集約されていった。

中でも私にとって「！」だったのは、高齢者
でも「筋力アップ」が図れるという事実だ。年

寄りだとせいぜい現状維持が関の山と高を括っ
ていたが、さにあらずだ。筋トレはやっただけ
成果が出る。もうひとつ、高齢者は動物性タン
パク質、特に「肉」を食えと言う話だ。そりゃ
そうだ。筋トレしているのにタンパク質を摂ら
なければ筋肉にはならないし、細胞膜を作る脂
質だって必要だ。中年期における生活習慣病予
防を念頭に置いた食事は（疾病のない）高齢者
には適応しないのだ。これらのことから人類が
経験したことのない超高齢社会を迎えた現在、
今までのふんわりとした高齢者像では対応しき
れないということがよく理解できた。

この講習を元に患者さんや地域に情報発信を
していきたいと思う。だがいかんせん、この講
習の最終日には相当しっかりした認定試験があ
る。奮闘努力をした記憶はあるのだが、今日現
在（3 月 8 日）合格通知が届いていない。私は
まだまだ青臭い中年だが焼き肉でも食べて待つ
としよう。

「介護予防運動指導員講習会」に参加して
会員　横浜市青葉区　三好 寛朗

講習会の様子
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追伸：4 月 2 日に無事、合格通知が届いた。
これで準備は整った。あとは、患者さんや地域
に対して情報発信していき、一人でも多くの高

齢者が、一日でも長く、元気に楽しい日々を送
れるよう、お手伝いをしていきたいと思う。

全 5 回の日程で、6 万 5 千円を支払い参加し
ました。しかも最終日にはテストまでありまし
た。決して安くない金額の上、全日程が日曜日
と祝日（私の唯一の息抜きの日です）で、絶対
に元を取ってやるという意気込みでの参加でし
た。また、鍼灸師だけでなく他職種で参加され
ている方もいらっしゃいました。

結果はどうだったかって？もちろん大満足で
す！！強いて言えば、座学が多かったことで
しょうか。学生時代は言うに及ばず、社会人に
なってからも、研修や講習ではよく眠っていま
した。学生時代についたあだ名が “ 眠りの森の
殿 ” でしたから、正直きつかったです。それで
も、まぶたの重さを吹き飛ばすくらいの内容で
した。そう言えば、別の研修で伊藤昌芳会長の
隣に座ったことがあり、そのときも分をわきま
えず寝てしまい、休憩時間に会長から眠気覚ま
しのガムとキャンディーをいただいたことがあ
りましたっけ・・・その節は、会長、ありがと
うございました！（笑）

さて、その内容についてですが、普段日常の
臨床に役立つものばかりでした。単に学生時代
の（はて、何年前の話やら・・・）復習ではなく、

新たな情報や知識、ものごとに対するアプロー
チの方法など自分自身をとらえなおすことや患
者さん（患者サマと呼ぶのは個人的には嫌いで
す）に伝えることのできる情報がてんこ盛りで
した。

介護予防と謳ってはいるものの、栄養学、尿
失禁、行動科学などは、少しアレンジするだけ
で、単に高齢者だけでなく老若男女（舌を噛み
そう・・・嚥下訓練＝舌の運動訓練が必要かも）
にも充分に活用できるものと思います。

最後になりますが、研修を主催し、講座を受
け持たれた先生方に厚く御礼申し上げます。

介護予防運動指導員養成講座を受講して
会員　横浜市戸塚区　茶鍋 浩

実技の解説をする日本鍼灸師会の松浦正人理事

トレーニングマシンのレクシャーを受ける参加者

実演する参加者
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平成 25 年度 理事会報告
事務局長　保険部長　吉田 志郎

第 3 回理事会（抜粋）

平成 25 年 9 月 29 日（日）　18：00 ～ 20：00
会場：（公社）神奈川県鍼灸師会
出席：伊藤、清水、日野、千葉、服部、喜多見、

下田代、秦、菅澤、吉田（書記）、
沼上（相談役）、石田（監事）

欠席：神山（監事）
議事録署名人：伊藤、石田
報告 1：介護予防運動指導員養成講座の件
　（公社）日本鍼灸師会主催の「介護予防運動
指導員養成講座」神奈川県横浜市開催のプログ
ラムが決定したので、率先して参加をお願いし
たい。

（吉田保険部長、服部保険担当）
報告 2：（公社）日本鍼灸師会全国大会の件
　10 月 13 日（日）、14 日（月 ･ 祝）に岡山で
開催される全国大会に、神奈川県からは会員 10
名、会員外 3 名、学生 1 名の計 14 名の参加申
し込みがあった。

（日野総務部長）
議事 1：事務所利用申請書および報告書の件
　会員が事務所を利用できるように「事務所利
用許可申請書」ならびに「事務所利用報告書」
の様式を作成、また「事務所利用規程」を施行
細則に追加することが全会一致で承認された。

（伊藤会長）
議事 2：平成 25 年度はりきゅう普及活動（旧
市民フォーラム）の件
　本年度のはりきゅう普及活動第1回目として、
川崎市の市民を対象とした「はりきゅう健康講
座」を 12 月初旬～中旬に開催することが全会
一致で承認された。

（服部業務執行理事）
議事 3：GK カードの件
　神奈川県より GK カードを公益事業として認
めるとの回答があったことを受けて審議した結
果、全会員に費用会負担で配布することが賛成
多数にて承認された。

（清水学術部長代行）
議事 4：月間事業報告書の件

　事業の透明性を高めるため、各部部長は毎月
「月間事業報告」を作成し、事務所内にファイ
ル保管することが全会一致にて承認された。

（日野総務部長）
以上

第 4 回理事会（抜粋）

平成 25 年 10 月 20 日（日）　17：00 ～ 19：00
会場：（公社）神奈川県鍼灸師会
出席：伊藤、清水、日野、千葉、服部、喜多見、

下田代、秦、菅澤、吉田（書記）、
沼上（相談役）、神山（監事）、石田（監事）

議事録署名人：伊藤、神山、石田
報告 1：全国大会の件
　10月13日（日）、14日（月･祝）に岡山で開
催された（公社）日本鍼灸師会全国大会には700
名強の参加があり、また青年部長会議が行われ
て会活性化につながるコラボ事業が企画された。

（伊藤会長・菅澤青年部長）
議事 1：平成 25 年度はりきゅう普及活動の件
　本年度第1回目のはりきゅう普及活動として、

「あなたのひざに おもてなし ～ひざの痛みのツ
ボ療法～」と題した市民健康講座を、12 月 23
日（月 ･ 祝）、ミューザ川崎において開催する
ことが全会一致で承認された。

（服部業務執行理事）
議事 2：学術講習会参加費設定の件
　学術講習会参加費について主務官庁である神
奈川県から、会員に対する非会員の参加費を 2
倍程度に設定することは問題ないとの見解が示
されたため、12 月から非会員は会員の 2 倍、
学生は会員の半額に改正することを提案、全会
一致にて承認された。

（清水学術部長代行）
以上

臨時理事会〈3 回目〉（抜粋）

平成 25 年 12 月 25 日（水）　19：00 ～ 21：00
会場：（公社）神奈川県鍼灸師会
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出席：伊藤、清水、日野、千葉、服部、喜多見、
下田代、秦、吉田（書記）、
神山（監事）、石田（監事）

欠席：菅澤、沼上（相談役）
議事録署名人　伊藤、神山、石田
議事 1：平成 27 年度全国大会 in 神奈川の件
①会場・日程について
　第 1 候補である平成 27 年 10 月 11 日（日）、
12 日（月 ･ 祝）は横浜周辺のホテルの予約が困
難であること、また、コンベンション会場であ
るパシフィコ横浜アネックスホールも 10 月 31
日（土）、11 月 1 日（日）以外は空いていない
ことが報告された。このため、日程変更につい
て（公社）日本鍼灸師会に諮ることを前提とし、
10 月 31 日（土）、11 月 1 日（日）にパシフィ
コ横浜アネックスホールを仮予約する一方で、
動員目標 1,000 名を収容できる会場について引
き続き探すことで承認された。

（下田代企画部長）
②大会会長ならびに実行委員について
　大会会長は、平成 27 年度在任中の開催都道
府県会長が就任することになっているが、本日
の理事会において伊藤昌芳会長が今期限りで任
期満了退任する意向を表明したため、次期会長
が不在になることを受け、清水慎司副会長を仮
の大会会長として実行委員会を進めていくこと
が全会一致にて承認された。また、実行委員長
には日野博副会長が、実行委員には理事全員と
委嘱を受けた会員 4 名が就任することが承認さ
れた。なお、平成 26 年度定時総会において役
員改選が行われることから、この実行委員会は
定時総会までの暫定的なものである。

（伊藤会長、清水副会長）
議事 2：サヴァイクリニックの件
　サヴァイクリニックより申し出のあった「会
員およびご家族の健康診断のご案内」について、
会員に配布・周知してよいか検討をした。その
結果、内容・料金ともに良心的で充実しており、
会員のメリットにつながるということで、全会
一致にて承認された。

（清水副会長）
以上

第 5 回理事会（抜粋）

平成 26 年 2 月 9 日（日）　18：00 ～ 20：45
会場：（公社）神奈川県鍼灸師会

出席：伊藤、清水、日野、千葉、服部、喜多見、
下田代、秦、菅澤、吉田（書記）
神山（監事）、石田不二夫（監事）

オブザーバー：石田伸、小宮、鷲田
欠席：沼上（相談役）
議事録署名人：伊藤、神山、石田不二夫
議事 1：平成 26 年度事業計画（案）、予算（案）
ならびに定時総会の件
　1 月末日を期限として各部部長より提出され
た平成 26 年度事業計画（案）および予算（案）
を基に、現在正式な案を調整中であり、3 月 23
日（日）の第 6 回理事会で提示、県には 3 月
31 日までに提出することにしたい。また、平成
26 年度定時総会の開催日を平成 26 年 5 月 18
日（日）としたい。上記の提案は賛成多数で承
認された。

（千葉財務部長）
議事 2：平成 27 年度全国大会 in 神奈川の件
　平成 26 年 2 月 2 日（日）に実行委員各位が
会場候補のパシフィコ横浜アネックスホールを
視察し、その後開催した実行委員会において開
催日を平成 27 年 10 月 31 日（土）、11 月 1 日

（日）、会場をアネックスホールとすることが正
式に決定された。また、懇親会はマリンルージュ
貸切りによるディナークルーズとすることを考
えており、本日、日野実行委員長とともに視察
してきた。上記の案は賛成多数で承認された。

（清水副会長）
議事 3：学術講習会等の情報提供電子化配信の件
　会員より、情報提供の手段を現在行われてい
る郵送からメール配信に切り替えてはどうかと
いう提案があり、検討を行った結果、まず全会
員に対してアンケート調査を行った上で情報提
供手段に関する方針を決めることが賛成多数で
承認された。

（日野総務部長）
議事 4：ボランティア活動の件
　平成 27 年 3 月 15 日（日）開催予定の横浜マ
ラソンに当会が鍼ケアのボランティアにエント
リーするための準備として 2 月 23 日（日）の
東京マラソンを役員 3 名が視察に行く。これに
先立ち、2 月 13 日（木）に開催されるボランティ
アスタッフ研修セミナーには、会員の江波戸氏
のほか、日野、石田伸、秦も出席する。上記の
提案は賛成多数で承認された。

（日野総務部長）
以上
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平成 25 年 8 月 18 日（日）、スキルアップ講座
終了後に、新事務所の隣にある『ミルベーゼ横
濱』にて納涼会を行いました。伊藤昌芳会長を
はじめ、23 名の先生方にご参加いただきました。

司会進行は永島達矢先生にお願いし、料理、
お酒の手配をはじめ、恒例の『一発芸』も披露
され、大いに会場を盛り上げていただきました。

今回の納涼会は、新しい事務所のお披露目も
兼ねていましたので、新事務所の近くに会場を
ご用意いたしました。当然、宴会の話題は新し
い事務所のこととなり、「小さな行事でも鍼灸
師ができるものをさがして、何かをしよう」な
ど、新事務所効果なのでしょうか、お酒とあい
まって鍼灸ロマンを語り合うきっかけになった
ようです。我々鍼灸師が地域で生かされ、地域
に生きている恩返しの拠点にできたらいいと思
います。

また、参加頂いた前田栄一先生からは、「優
れた鍼灸の技、知識を次世代に継承してほしい」
とのお話も頂きました。このように、先輩方に

「元気」の言葉を頂けることが、会に属す一番
の喜びです。

我々の仕事は、『気』を養うことが大切だと
思います。このような納涼会で、先輩や同期か
らのエネルギーを感じて、『気』を養い、日々

の診療に生か
していきたい
と 思 い ま す。
納涼会にご出
席いただいた
先生方に、心
より厚く御礼
申し上げます。

納涼会報告
企画部長　下田代 純一

納涼会記念写真（提供：徐英詞先生）
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平成 25 年度 忘年会
会員　横浜市西区　永島 達矢

平成 25 年 12 月 8 日（日）に、関内のレス
トランバー『QUEEN-MERRY』にて恒例行事
である忘年会を開催いたしました。この度の忘
年会で幹事を務めさせて頂きましたわたくし永
島から、その時のご報告をさせて頂きます。

神奈川県鍼灸師会の事務所が中区へと移り、
初めての忘年会になることから、豪華客船をモ
チーフとした QUEEN-MERRY で開催し、港町
に相応しいクルーズパーティーと洒落込みまし
た。

伊藤会長を含め、サヴァイクリニック様、（株）
丸菱産業様、（株）ダイキン様の業者様の賛同
も得られ、総勢４２名もの方々にお集まり頂き、
終始賑やかな雰囲気の忘年会でした。

 当日は忘年会ですのでイベントを用意。鍼灸
の話に花を咲かせたい先生にはうるさかったか

もしれませんが、一年に一度の忘年会。賑やか
に年を締めたく実施させて頂きました。イベン
トの内容は、5 種類の艾を見て触って、艾の品
名を当てるという『もぐさマイスター』を決め
るもの。何と、全問正解の先生が2名も出るなど、
レベルの高さを感じました。また、「その年の
思い出に残る良き施術がありましたら教えて下
さい」のアンケートに答えて頂き、発表。他にも、
巨大クラッカーを鳴らしたり、健康度測定器を
持ち込んで測定をしたりと数々のイベントで盛
り上がりました。

しかしながら一番の盛り上がりは、参加され
た会員の皆様の語り合いだったと思います。同
業同志として情報交換を語らい、仲間をふやし
て横のつながりを広げたり、日々の施術の問題
点のアドバイスをもらったりして、実りある宴
会であったと思います。これは鍼灸師の集まり
ならではの宴であったからでしょう。

2 時間半の忘年会が、あっという間に過ぎて
しまい、語り尽くせぬ話は二次会のテーブルへ
と場所を移し、更なる話で盛り上がっていまし
た。

鍼灸師会の忘年会は、毎年非常に盛り上がり、
熱く、そして楽しい忘年会なので、平成 26 年
の忘年会も数多くの会員の諸先生方が参加して
頂けることを期待し、語り合えることを楽しみ
にしています。
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　会報102号と広報誌（ACUMO）3号をお送りします。

今回は、経費削減のために会報と広報誌を一緒に郵送

させるため、会報の発行が一ヶ月ほど遅くなってしまっ

たこと、心よりお詫び申し上げます。

　この冬のソチオリンピックも終わりました。このオ

リンピックでは、感動的なシーンがいくつもありまし

た。モーグルの上村愛子選手は、5 度目の正直はなら

なかったものの、滑走後は「いい滑りができた。点数

は点数で」と、表彰台に滑り込んだカーニー選手より

も確実にきれいで素晴らしい滑りを魅せてくれた。フィ

ギュアスケートの浅田真央選手は、初日のショートプ

ログラムで信じられないミスを連発し、精神的に大き

なダメージを受けた翌日のフリーで、会場中が涙と感

動に包まれるような完璧な演技を魅せてくれた。常日

頃思うのだが、日本の報道は、選手にプレッシャーを

与えすぎる気がしている。そのプレッシャーを楽しめ

るような体操の内村航平選手や水泳の北島康介選手な

どはいいが、彼らのようにすべての選手がプレッシャー

に強いわけではない。特にオリンピックに出場する選

手のほとんどはプロではない。むしろ、一般人である。

大会前の煽るような報道は避け、最高のパフォーマン

スを表現できる環境を整えてあげることが、日本のメ

ダル数の増加につながるのではないだろうか。そして、

メダルを取った選手を褒め称えてあげられる報道の仕

方を切に望みたい。

　前置きが長くなってしまったが、今回のソチオリン

ピックで書きたかったこと。それは、フィギュアスケー

トの羽生結弦選手のこと。19 歳という年齢でありな

がら金メダリストとなった彼は、知る人ぞ知る「鍼灸」

の施術を受けている選手の一人で、金メダルをとった

演技のときも、首にはセイリンの「パイオネックス」

をつけていた。世界で活躍する選手が鍼を使用し、い

い結果を残す。これ以上の宣伝はない。わたしも何人

ものプロスポーツ選手を施術している。その選手たち

が活躍できるように、試行錯誤しながら、努力してい

る。そして、その選手たちが結果を残してくれたあと、

鍼灸に興味のなかった方、興味はあったが痛いという

イメージから敬遠していた方など、たくさんの方から

予約があった。現在、鍼灸の経験者は日本の人口の 5％

未満といわれている。その 95％の方々に興味を持っ

てもらい、鍼灸院に足を運んでいただき、鍼灸の効果

を実感してもらう。経験者の絶対数を増やすことこそ、

鍼灸の発展につながると信じている。多くの開業され

ている鍼灸師の先生方が食べていける、そんな時代が

迎えられるよう、小さな会務をコツコツと行ってい

こうと思っている。そんな思いを込め、今回の広報誌

（ACUMO）3 号は「スポーツと鍼灸」と題し、プロダー

ツプレイヤーの檜山亜紗子プロにインタビューをさせ

ていただいた。プロならではの話や鍼灸との関わりな

ども語っていただき、鍼灸の可能性を感じさせる内容

となっている。同封されている広報誌を、ぜひ鍼灸院

の待合室に置いていただきたい。

　来たる 5 月 18 日 ( 日 ) に、当会は総会を迎える。

理事選挙が行われることになるが、現会長の伊藤昌芳

先生が勇退されるということで、新会長のもとでの 2

年間となる。この間、全国大会が神奈川で行われるこ

とが決まっており、わたしもできる限りの協力をしな

ければと気を引き締めているところだ。更に来年 3 月

には、横浜マラソンの鍼灸ボランティアも行われる。

過去の歴史などはあるが、これからは当会も他団体と

力を合わせなければならない時代である。東京都鍼灸

師会、神奈川県鍼灸マッサージ師会と協力し、また会

員の諸先生方の力をお借りし、必ずや横浜マラソンの

鍼灸ボランティアを成功させたいと思う。どうかご理

解ご協力、よろしくお願いいたします。　　　　　 （H）

編集後記
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